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研究の内容
女性の目からみる農林水産業と食料消費

背景

これから確実にますます働く女性の割合は増えていきます。
ライフスタイルやお金の使い方が変化し、手間暇かけて調理する時間はないけれど、新鮮で、安

心できて、美味しいものが食べたい。作る時間よりも家族と一緒に食べる時間を大切にしたい等の、
家事の省力化や外部化における新たなニーズが生じています。

目的
このように新しく生まれる消費者ニーズに対し、農林水産業界や食品産業・流通・小売業界はど

のように応えていくのでしょうか？
こうした新しい動きに関する調査・研究を進め、持続可能な農林水産業と豊かな食生活を送れる

ような社会の構築へ寄与していくことを目指します。

主な成果
おいしくて、簡単便利で、しかも、まともなもの。

こうした今の働く女性に求められる商品の一つとし
て、農山漁村女性起業グループの商品があります。
もともと多くのグループが「地元の原料」「無添加」
などのこだわりをもった商品をつくっています。
加えて、最近の簡単便利志向にも応えようとする

商品も増えています。
彼女たちのビジネスのあり方やマーケティング方法に

ついて一緒に検討してきました。

研究室名（農水産物・食品マーケティング研究室）

  URL： https://www.setsunan.ac.jp/agri/w/agri-food_business/soejima/ 
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産学連携・社会連携へのアピールポイント
【農林水産業・食品産業・流通業・小売業との連携】働く女性を中心に、今の食料に対するニー
ズを把握し、それらに対し、農林水産業界、食品産業界や流通・小売業界がどのように応えてい
くか。現場の状況と調査研究の結果を相互に情報共有しながら一緒に考えていきたいと思ってい
ます。
【農山漁村女性起業との連携】農山漁村女性起業と連携しながら、より良い起業のあり方の検討
や地域の振興に寄与していきたいと思います。

写真提供：愛媛県内子町の
谷岡真衣さん（農家女性）。
谷岡さんによる「地元野菜
のオリーブオイル漬け」。
「気軽に多種類の野菜を一
度に食べられ、包丁いらず。
手間を省いてワンランク
アップの味に仕上げられ
る」と商品開発されたもの。
「ぷらいまりぃ」という農
業女子グループが活動の
きっかけになった。

お問い合わせは摂南大学 研究支援・社会連携センターまで
TEL:072-800-1160 E-mail:SETSUNAN.Kenkyu.Shakai@josho.ac.jp
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